


　東京オリンピックの記念文化事業として 1965年東京都が設立。2020年に創立55周年
を迎える。大野和士が音楽監督を務める。定期演奏会を中心に、教育・社会貢献活動、多摩・
島しょ地域での出張演奏、福祉施設への訪問演奏のほか、2018年からは、誰もが音楽の楽
しさを体感・表現できる サラダ音楽祭 を開催するなど、多彩な活動を展開している。
CD リリースは、インバルによる『マーラー 交響曲全集』のほか、交響組曲『ドラゴンク
エスト』（全シリーズ）まで多岐にわたる。「首都東京の音楽大使」たる役割を担い、これ
まで欧米やアジアで公演を成功させ、国際的な評価を得ている。（略称：都響）
https://www.tmso.or.jp/

管弦楽

東京都交響楽団 
Tokyo Metropolitan Symphony Orchestra

プレミアムコンサートとは
プレミアムコンサートはあなたの町にオーケストラがやってくるコンサート。
地域のみなさまとの触れ合いを大切にしたコンサートで毎回ご好評を
いただいています。
多摩と島しょ地域でオーケストラ公演やアンサンブル公演を開催。
全て無料公演ですので、子供から大人までクラシック音楽をお気軽に
お楽しみいただけます。

●WEBフォーム

  都響　プレミアムコンサート　　 検索
https://www.tmso.or.jp/j/activities/premium/

《入力事項》

1）代表者氏名（フリガナ）、住所、電話番号
2）同行者人数（代表者を含めて3名まで）
3）同行者全員の氏名（フリガナ）、電話番号

※車椅子でご来場の場合には、車椅子の台数を入力してください。
　なお、ご入場は付き添いの方を含めて合計3名までとさせていただきます。
※お預かりした個人情報は「プレミアムコンサート」の抽選、当選発表にのみ使用し、
　適切に管理します。
（万が一体調を崩されたお客様がいた場合は、医療機関及び保健所等の
公的機関の求めに応じて、来場者の情報を提供させていただくことがございます。）

お客様へのお願い

▶申込方法
「WEBフォーム」よりお申込みください。
※新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、従来行っている
　はがきによる申込は取扱いませんので、ご了承ください。

▶募集期間  
2020年12月21日（月）～2021年1月15日（金）
※締切日18時まで

▶お問合せ  
プレミアムコンサート福生公演事務局
TEL 03-3669-8551（平日10時～18時）
※年末年始休業日：2020年12月26日（土）～2021年1月3日（日）

▶結果通知 
新型コロナウイルス感染症対策のため、
当選発表はチケットの発送をもって代えさせていただきます。
※座席のご希望には添いかねますので、ご了承ください。
※当日ご来場の際には、本人確認できる書類
　（運転免許証、健康保険証等）をお持ちください。
※来場者に変更がある場合は、必ず事前に公演事務局まで
　ご連絡ください。

▶発送予定 
2021年1月21日（木）

▶ご注意
・お申込み多数の場合は抽選となります。
・お申込みは、「WEBフォーム」にて
　1 回のお申込みのみ有効です。

プレミアムコンサートでは、オーケストラ公演やアンサンブル公演を実施しています。
詳細は都響 HP プレミアムコンサートページをご覧ください。

https://www.tmso.or.jp/j/activities/premium/

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため右二次元コードより
要請事項をご確認の上、順守くださいますよう
お願いします。お守りいただけない場合は、
入場をお断りさせていただくことがございます。
また、ホールの感染症拡大防止対策も
ご確認ください。

指揮

阿部未来
あべ みらい

司会

朝岡 聡 
あさおか さとし

　1985年秋田県生まれ。東京音楽大学音楽学
部音楽学科器楽専攻（ピアノ）卒業。東京音楽
大学大学院科目等履修生作曲・指揮専攻（指
揮）修了。アフィニス夏の音楽祭2010山形に指
揮研究員として参加、飯森範親の薫陶を受け
る。2011年、ロータリー財団国際親善奨学生と
してドレスデン・カール・マリア・フォン・ウェ
ーバー音楽大学指揮科に留学。2015年4月から
2019年3月まで神奈川フィル副指揮者を務め、
同フィルの多数の演奏会を指揮。また、都響を
はじめ、国内各地のオーケストラを指揮、活動
を展開している。2020年度山田貞夫音楽賞お
よび特選受賞。

　横浜市生まれ。慶應義塾大学卒
業。テレビ朝日にアナウンサーとし
て入社し、各種スポーツ中継のほ
か『ニュースステーション』初代ス
ポーツ・キャスターとして活躍。
1995年フリーとなってからはテレ
ビ・ラジオ・CMのほか、クラシッ
ク・コンサートの企画構成や司会で
もコンサート・ソムリエとして活動
のフィールドを広げている。とくに
オペラと古楽ではユニークな評論
が注目を集めており、クラシックの
語り部としても幅広く活動中。


